






 

小児パラプレジアの原因疾患として重要な脊椎披裂、特に開放性脊髄髄膜瘤の治療管理術

式について検討を続けてきた。ここでは早期治療及び長期管理が必須の事といえる。 

 今回は、脊椎披裂のほぼ全例に存在し、大きな問題をもちながら、これ迄病態、治療法

等について検討が十分になされていなかった排便機能について直腸肛門内圧検査の成績を

中心に考察を加えた。 


